ＧＣ研究懇談会２０１１年度　事業報告

2011年度GC研究懇談会の活動と行事

6月17日
第311回研究会（北とぴあ）


主題「気体サンプリングと分析の基礎から最前線」
8月3-5日
第17回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会（麻布大学）
9月6,7日
セパレーションサイエンス（幕張メッセ）特別講演、第312回

ガスクロマトグラフィー通則の改定と用語の正しい使い方




（都立大名誉教授）保母敏行
9月8日
JAIMAコンファレンスGC研究懇談会講習会（幕張メッセ）第313回


「これであなたも専門家-GC編」
9月１4日
日本分析化学会第６０年会特別講演（名古屋大学）第314回
　　　　
針型試料前処理デバイスの開発と応用（豊橋技科大）齊戸美弘
10月31日-11月2日 日中韓シンポジウム（済州島）
11月10日
第315回研究会（（株）島津製作所　関西支社）
　　　　
食と環境の安全・安心

～その分析方法は正しいですか？～
12月2日
第316回特別講演会（北とぴあ）

主題：「メタボロームが拓く明るい未来」

～誘導体化、GC-MS分析のストラテジー～
2月23日
第317回　総会と講習会研究会
主題：カラム技術・分離の改善と最新の話題


技術講演～GCのハイスループット分析～
	


「第311回ガスクロマトグラフィー研究会」

2011年6月17日（金）　北とぴあ　ペガサスホール
主題「気体サンプリングと分析の基礎から最前線」
－基礎講座１－

「気体サンプリング手法の概要」


渡辺　征夫
埼玉工業大学（元国立保健医療科学院）
－基礎講座２－

「大気捕集用の充填剤とチューブについて」

シグマアルドリッチジャパン（株）
西嶋　宏和
－主題講演１－

「VOC分析用サンプリングバッグの新規開発」

石渡　直明

三菱化学（株）
－主題講演２－

「大気や自動車排出ガスのバッグ捕集（テドラーバッグ代替バッグの性能）」

秋山　賢一

（財）日本自動車研究所
－主題講演３－

「自動車内装材の放散測定の紹介」

杉田　和俊　

（株）三菱化学アナリテック
－技術講演－
１．「ガスサンプリングにおけるサンプリングバッグの選択」



岩崎　貴普
ジーエルサイエンス（株）
２．「ガス濃縮器へのガスサンプリングの仕方」


津田　孝雄

（有）ピコデバイス
３．「MiniCanTMおよびガラスジャーを用いた気体試料サンプリング(仮)」



土屋　敦裕


西川計測(株) 

参加者　約100名

	


「第17回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会」

2011年8月3日（水）～5日（金）麻布大学
「基礎と応用（アプリケーション）」

1日目　8月3日（水）－講義－

１　「キャピラリーガスクロマトグラフィーの基礎理論」

保母　敏行
東京都立大学名誉教授
２　「キャピラリーガスクロマトグラフィーにおけるカラム、試料注入法」

和田　豊仁
（株）島津製作所
３　「ガスクロマトグラフィーにおける試料前処理法、導入法、装置」

安藤　晶
ジーエルサイエンス（株）
４　「ガスクロマトグラフィーにおける検出器の原理と使用法」

竹内　正博
（有）GC技術研究所
５　「GC/MSの基礎と応用例」
代島　茂樹
アジレント・テクノロジー（株）
６　「マススペクトル解析の基礎」
秋山　賢一
（財）日本自動車研究所

2・3日目　8月4日（木）5日（金）　－実習－　

4グループに分かれ4テーマを実施　1テーマ／半日

テーマ1
：試料注入法（注入法の選択と条件の設定）
テーマ2
：分離の最適化（カラムの選択と各種条件の接待）
テーマ3
：試料の前処理法（トランス脂肪酸分析のための誘導体化）
テーマ4
：GC/MS（ポジティブリスト農薬の実際）

参加者　23名

	


「第312回ガスクロマトグラフィー研究会」セパレーションサイエンス2011（SS2011）

2011年9月6日（火）、7日（水）　幕張メッセ国際会議場

講演テーマ「安全安心と快適を支える分離と検出の科学」

IC入門講座、FIA講習会、座談会、招待講演、特別講演等
－特別講演－

「ガスクロマトグラフィー通則の改定と用語の正しい使い方」


保母　敏行
首都大学東京
参加者　約50名
	


「第313回ガスクロマトグラフィー研究会」ＪＡＩＭＡコンファレンス
2011年9月8日（水）　幕張メッセ国際会議場

講義テーマ「これであなたも専門家―ＧＣ編」

「キャピラリーカラムと、その試料導入法　－やさしい基礎理論と間違いない選び方－」


古野　正浩
ジーエルサイエンス（株）

「GC,GC/MS導入時の注意点」
秋山　賢一
（財）日本自動車研究所

「目からうろこのGC理論」
竹内　正博
（有）GC技術研究所

参加者　約130名

	


「第314回ガスクロマトグラフィー研究会」－日本分析化学会第60年会－

2011年9月14日（水）　名古屋大学

「針型試料前処理デバイスの開発と応用」


齊戸美弘
豊橋技術科学大学
参加者　約30名

	


「日中韓シンポジウム」参加協力と事務局
2012年10月31日（月）～11月2日（水）　済州島
日本28名、韓国27名、中国37名

	


「第315回ガスクロマトグラフィー研究会」―関西講演会―

2011年11月10日（木）　株式会社島津製作所　関西支社

主題「食と環境の安全・安心　～その分析法は正しいですか？～」

－主題講演１－

「食品中残留農薬分析の現場におけるクロマトグラフィの変遷」


斎藤　勲
生活協同組合東海コープ事業連合
－主題講演２－

「環境や食品中の生体恒常性かく乱物質の精密分析法とその毒性評価手法」


太田　壮一
摂南大学薬学部　環境保健学研究室

－主題講演３－

「官能試験とフードメタボロミクスの総合評価」


土屋　文彦
LECOジャパン合同会社
－主題講演４－

「自動車から排出されるガス状有害大気汚染物質分析の精度管理と実施上の問題点」


秋山　賢一
（財)日本自動車研究所
－主題講演５－

「正しい食品分析結果を得るために（分析の目的を意識して）」

平原　嘉親
厚生労働省近畿厚生局
－技術講演－

１．「同位体希釈法について、ダイオキシン類の標準物質を参考に」



藤峰　慶徳
大塚製薬（株）
２．「残留農薬分析用自動前処理装置を用いた妥当性評価について」



栢木　春奈
（株）アイスティサイエンス
３．「香り分析に役立つ簡易濃縮ツールの紹介」



藤村　耕治
信和化工（株）
４．「新型におい識別装置「FF-2020」での偏位臭マップなどの追加機能のご紹介」



喜多　純一
（株）島津製作所
参加者　約50名

	


「第316回特別講演会」

2011年12月2日（金）　北とぴあ　飛鳥ホール
主題「メタボロームが拓く明るい未来　～誘導体化、GC-MC分析のストラテジー～」
－主題講演１－

「メタボロミクスで鶴岡に奇跡を」


菅野　隆二　ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ(株)
－主題講演２－

「茶系飲料を中心とした香気成分の解析～メタボロミクスの活用と前処理の簡略化～」


岡野谷　和則
 (株) 伊藤園 中央研究所
－主題講演３－

「～代謝産物としての香り～　香辛料の揮発性成分と香気寄与成分」


佐川　岳人
　　エスビー食品(株) 商品部分析センター
－技術講演１－

１．「キャピラリーカラム（GC)と高分解能モノリスキャピラリーカラム（LC)で見える試料のクロマトグラフィックプロファイリング」



古野　正浩
ジーエルサイエンス（株）
２．「Full Evaporation Dynamic Headspace (FEDHS)GC-MSによる水系試料中の親水性香気成分の分析」
落合　伸夫
ゲステル（株）
３．「Agilent GC/MS(/MS)によるメタボロミクス」


中村　貞夫
アジレント・テクノロジー（有）
４．「大規模解析を支援する差分解析ソフトSIEVEのご紹介」


高原　健太郎
サーモフィッシャーサイエンティフィック（株）
５．「トラップ-HSを用いたにおい分析のご紹介」


白田　志保
日本電子（株）
－主題講演４－

「JIS K0114 ガスクロマトグラフィー通則の改訂で新たに加わった誘導体化手法」


金子　広之
東京化成工業(株)
－主題講演５－

「花香，花芽誘導関連分子の生合成・代謝経路」


渡辺　修治
静岡大学創造科学技術大学院
－主題講演６－

「メタボリックプロファイリングの精密表現型解析への応用」


福崎　英一
大阪大学工学研究科生命先端工学専攻
参加者　約110名

	


「第317回ガスクロマトグラフィー研究会」－総会と講演会－

2012年2月23日（木）　薬業健保会館　大会議室
主題「カラム技術・分離の改善と最新の話題」
－基礎講座－

「気体サンプリング法の基礎と応用」


渡辺　征夫
埼玉工業大学（元国立保健医療科学院）
－特別講演－

「ガスクロ通則と関連JISの改正について」


保母　敏行
東京都立大学名誉教授
－技術講演－　GCのハイスループット分析
１．「AOC-MEPSの残留農薬分析への適用」


和田　豊仁
（株）島津製作所
２．「ｽﾀﾃｨｯｸﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ濃縮と2次元GC-MSによる水中のｶﾋﾞ臭原因物質のﾊｲｽﾙｰﾌﾟｯﾄ分析」

角川　淳
ゲステル（株）
３．「Low Thermal Mass（LTM）技術を用いるハイスループット分析」


高桑　裕史
アジレント･テクノロジー（株）
４． 「水系試料中極性物質の高感度・ﾊｲｽﾙｰﾌﾟｯﾄ分析用ｶｳﾝﾀｰｶｰﾚﾝﾄP&Tの開発」
武井　義之
ジーエルサイエンス（株）

５． 「マルチカラム・マルチディテクターを用いたハイスループットＧＣの紹介」


野口　政明
テクノインターナショナル（株）

　
【特別事業計画】

１．アーカイブ：ガスクロマトグラフィー研究懇談会50年・300回の歩み
ＧＣ研究懇談会２０１２年度事業計画

6月頃（8.15日頃）
：「第318回 ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－


基礎講座：アーティファクト、その成分はどこからきたの？
　　　ピッツバーグコンファレンス見て歩き
7月19,20日
：SS2012研究発表会、特別講演会（第319回）（北とぴあ）
8月1,2,3日
：第18回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会(麻布大学)

8月
:「第320回ガスクロマトグラフィー研究会」－見学会と講演会－

9月5-7日(半日)
：JASISコンファレンス2012講習会(第321回)   （幕張メッセ）

9月19～21日
：「第322回 日本分析化学会第61年会 金沢大学 講演会」

10月8日の週
：日中韓シンポジウム（雲南省、中国）参加協力

11月頃
：「第322回 研究会」（関西）

12月頃
：「第323回 特別講演会、講演案ノンターゲット分析、最新の話題」

2012年2月頃
：「第324回 総会と講演会、講演テーマ未定」

地方での活動：講演会（北九州、関西、名古屋）、講習会、研究会等

【特別事業計画】

　アーカイブ：ガスクロマトグラフィー研究懇談会50年・300回の歩み

　　　　　　　講演要旨集のPDF化、会員にホームページで公開予定



 GCに関する歴史的記録の収集、PDFで提供を募集

　国際交流（中国、韓国）
